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東京都オリンピック・パラリンピック教育 愛称 

第６学年総合的な学習の時間学習指導案 

 

 

 

 平成 28年 10月 28日（金）5校時 

武 蔵 村 山 市 立 第 三 小 学 校  

第 ６ 学 年 ２ 組 ２ ７ 名 

教 諭  阿 南 晃 介 

 

研究主題 
「人との関わりを大切にし、豊かに表現できる児童の育成」 

～グローバル人材育成に向けたオリンピック・パラリンピック教育の充実～ 

 

１ 単元名 「おもてなし〜日本が世界に誇る伝統文化〜」 

       小単元１ 『おもてなしってなんだろう』 

       小単元２ 『茶道のおもてなしの心と技～お茶会を成功させよう』 

       小単元３ 『仕事にみるおもてなしの心と技』 

 

２ 単元の目標 

・日本が世界に誇れる「おもてなし」について、自分なりの課題を見付け、探究したことを相手や目

的に応じて表現し、日本人としての誇りと自覚をもつ。 

・日光の移動教室で学んだことを生かし、相手に喜んでもらえる、楽しんでもらえる「おもてなし」

の心と技を追究する過程で、日常生活や、周りの仕事の中で「おもてなし」がどのように生かされ

ているか気付く。 

・自分たちが住んでいる町の中で、地域の一員として地域に役立つことを考え実行する活動を通して、

地域に貢献する意識を高め態度をもてるようにする。 

 

３ 単元で育てようとする資質や能力及び態度 

学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわりに関すること 

ア 問題状況の中から課題を発見し、設定する。 

イ 目的に応じて手段・方法を選択し、情報を

収集する。 

ウ 収集した情報を分析し、活用する。 

エ 相手や目的に応じて伝わりやすく表現す

る。 

オ 目標を設定し、課

題の解決に向けて

行動する。 

カ 自分の良さや可能

性への気付きを広

げている。 

キ 異なる意見や他者の

考えを受け入れる。 

ク 友達や地域の人と協

同して課題を解決す

る。 

 

４ 単元で学ぶ内容 

ア イ ウ 

「おもてなし」の心遣いや 

行いがもたらす効用 

「おもてなし」を行う心と技の内容と

生活の中での活用 

地域の交流や絆づくりを進め

る活動や取組 
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５ 単元の評価規準 

評価の 

観点 

学習方法 自分自身 他者や社会とのかかわり 

課題設定 思考・分析 自己理解 協同 

単
元
の
評
価
規
準 

①身近な事象に対し

て疑問をもち、課

題を発見してい

る。【３—ア】 

②解決の方法や手順

を考え、見通しを

もって計画をたて

る。【３—イ】 

③お茶会を企画・実

行するための課題

を設定している。
【４—ア】 

① 課題解決に適し

たシンキングツ

ールを選択し、

整理分析を進め

ている。 
【３—イ、３−ウ】 

②課題解決を目指

し、事象を比較し

たり関連付けた

りして自己の課

題解決の方策を

つかんでいる。 
【３—オ、４—イ】 

①目標を設定して、課

題の解決に向けて試

行錯誤して行動す

る。また、自分の良

さに気付いている。
【３—オ、４−ア】 

②見方、感じ方が広が

り、人とより良く関

われるようになり、

自分の変容に気付

く。【３—カ】 

①友達との良さや違い

を受け入れ、協力し

て調査や体験を行っ

たりしている。 
【３—ク、３—キ】 

②仕事にみる「おもて

なし」の心と技に気

付き、自分で考えた

地域のための活動を

行っている。 
【３—エ、４—ウ】 

 

６ 指導にあたって 

（１）単元について 

本単元では、「２０２０オリンピック・パラリンピック大会」誘致プレゼンテーションで話題になっ

た「おもてなし」を追究する。我国の伝統文化である茶道は、人と人との交流を促進し、人々が互いに

敬意を払うことを大切にしながら良好な人間関係の形成を進めてきた。茶道文化は、とかく人間関係が

希薄になりがちな現代にあっても、私たちの家庭、学校、職場等のあらゆる場で日本人の精神風土とし

て、また、日本人の心として息づいている。 

本単元の学習を通し、日本が世界に誇れる文化としての「おもてなし」を子供たち自身が見つけ出す

ことで、日本人としての自信や誇りにつながることを期待している。 

 

（２）児童について 

今年度の６年児童は示された課題に対して真剣に取り組み、課題を解決して自分の考えを表現するこ

とができる。その反面、自分で課題を設定し、解決していくことは苦手である。特に全体での話し合い

において、進んで発言する児童が尐なく、なかなか話し合いが進まない。しかし、尐人数グループでミ

ニホワイトボードや思考ツールを使った活動にはとても意欲的に取り組み、積極的に意見を交流するこ

とができる。 

こうした児童の課題解決のために、「お茶会」などを企画、実行させる。その過程では、友達と協同

し、自分の考えや、収集した多くの情報を整理・分析する場面を設定することで、児童の課題を解決す

る力を育む。さらに、専門家や地域の方に自分たちの思いや計画などを伝え、厳しく評価や助言をして

いただく場面などを設定する。このような活動を通して、粘り強く自己の学習を追究する力を育ててい

きたいと考える。 

 

（３）題材について 

「おもてなし」は、日本が世界に誇る伝統文化である。人それぞれ感じ方に違いはあるが、「おもて

なし」とは、概ね「嬉しい気持ちになれる」「楽しい気持ちになれる」といった感覚を抱かせる行いの

ことであり、優しさや親切さ、見返りを求めない心がその精神的土台となっていると考えられる。 

本学級の児童は「おもてなし」に触れる機会が多く、１学期の日光移動教室で、ホテルの従業員の方
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や、様々な見学先のガイドの方による「おもてなし」を受けた。さらに、海外で選手経験のある元プロ

サッカー選手の講話からは、日本の「おもてなし」と外国の「ホスピタリティー」の違い、日本の良さ

について学び、本校 ALT からは、アメリカとの違いを学んだ。 

２学期は、社会科学習の発展として地域に住む茶道教室の先生をお招きして行う「茶道教室」をきっ

かけとして、「おもてなし」を学習材として追究する。 

本単元の授業の構想は、「おもてなし」に関わって想定される出会い、活動による驚き、問い、気付

きなどをイメージマップに描いて検討した。その結果、学習の広がりや発展を通して得られる児童の学

びに、様々な可能性を見出すことができた。「おもてなし」は、「体験する」「コミュニケーションをと

る」「調べる」「企画する」「実行する」活動への広がりや、友達と協同して学習を進められる学習材で

ある。 

検討の結果、第６学年では総合的な学習の時間の単元として「おもてなし」の追究を、通年の題材と

して設定した。児童に一つ一つの課題解決に向けた活動を進めさせる過程で、思考力・表現力・判断力

を高めるとともに、自己の成長や達成感も味わわせていく。また、お茶会を企画・実行する学習とも関

連させて、「おもてなし」を仕事としている人の思いや活動を調査させる。「おもてなし」の心に基づく

「きめ細かいものづくりの精神」、「相手の立場に立ったサービス精神」「交渉に生かされるおもてなし

の心」などの日本の企業活動を支える力にも触れさせたい。 

【本単元で活用する思考ツール】 

 本単元では様々な場面で思考し、表現する場面を設定している。その際に、思考ツールを活用するこ

とで、考えの「見える化」「操作化」が図られ、学習活動を効果的に進めることができる。 

①比較・分類する   ②多面的にみる   ③関連づける   ④構造化する 

【座標軸】 

 

 

 

 

※自分たちでできることで

きないことを分類する活動 

 

 

 【Xチャート】 

 

 

 

 

※アンケート結果を視点ご

とに分類する活動 

【熊手チャート】 

 

 

 

 

※茶道の先生が教えてもら

ったことを整理する活動 

 

【ＰＭＩ】 

   

 

 

 

   

 

※プレお茶会を行った反省

を 3 つの観点から出し、多

面的に見る場面 

【イメージマップ】 

 

 

 

 

※おもてなしは、どんなか

イメージを広げる活動 

 

【マトリックス】 

   

    

   

※お茶会を行うために、必

要なことを整理する活動 

 

 【クラゲチャート】 

 

 

 

 

 

※お茶会の反省を要約 

【ピラミッドチャート】 

 

 

 

 

 

 

※茶道のおもてなしの大切

なことを検討する活動 
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７ 研究主題に迫る手だて 

（１）研究仮説 

 児童一人一人が分かる授業を展開するために、授業作りにユニバーサルデザインの手法を取り入れ、

ねらいの達成から逆算した授業作りを行えば、児童の学習意欲や主体的に学ぶ態度を養い、豊かな表現

力を養うことができるであろう。 

分かる授業作りと同時に、オリンピック・パラリンピック教育の充実を図り、児童の学びをその理念

で結びつけていくことは、児童の視野を広げ、グローバルな社会を生きる人材となる素地を養うことに

繋がるであろう。 

 

（２）目指す児童像 

高学年 
自他のよさを認め、主体的に相手と関わり合いながら、表現活動を工夫したり、自己の最善を

尽くしたりすることができる児童。 

中学年 自他のよさを感じ、相手との関わり合いを通して、目標に向かって、主体的に表現できる児童。 

低学年 自分のよさを感じ、相手との関わりを大切にして、楽しく表現することができる児童。 

 

（３）本単元におけるオリンピック・パラリンピック教育理念との関連 

重点的に育成する五つの資質 ４つのテーマ×４つのアクション（本時） 

ボランティア 

マインド 

スポーツへの興味関心 

フェアプレーやチームワークの精神 

心身ともに健全な人間に成長 

文化×学ぶ 日本人として

の 

自覚と誇り 

日本人としての規範意識 

公共の精神等 

日本の伝統文化や細心の文化への理解 

世界に発信する力 

※その他には、アスリートによる体験教室や留学生との交流、学芸会の招待状の書き方を学ぶなど

の伝統文化的学習も行う。年間を通して、「東京都オリンピック・パラリンピック教育実施方針」

に沿った活動を意識して設定する。 

 

（４）他単元及び他教科との関連（他教科・他領域や日常的な指導等との関連） 

１学期 ２学期 ３学期 

   

 1 学期は、総合的な学習の時間を軸に、国語、社会、英語活動、図工などを関連付けた指導を行った。

また、この活動は２つの面から考えられる。一つは社会や、図工のようにオリンピック・パラリンピッ

ク教育の理念である日本の文化について学ぶという活動を設定したことである。もう一つは、国語や英

語活動で行った自分の考えを相手や目的に応じて表現するという活動である。１学期は文化を学び、そ

【行事】 

運動会 

［精神・スポーツ］ 

【国語】 

今、私は、ぼくは 

［精神］ 

【道徳】 

義足のランナー 

［精神・スポーツ］ 

【社会】 

今も受け継がれる 

室町文化［文化］ 

【図工】 

和の心～お茶の文化～ 

［文化］ 

【学活】 

オリンピック・パラリンピックとは？ 

［精神］ 

【家庭科】思いを形に 

生活に役立つ布製品［精神］ 【社会】 

新しい文化・学問 

［精神］ 

【総合】おもてなし～日本が世界に誇る伝統文化～［文化］ 

【行事】 

日光移動教室 

［文化］ 

【国語】 

伝えられてきたもの狂言［文化］ 

【総合】 

茶道体験 

［文化］ 

【社会】 

日本とつながりの深い国  々

［文化］ 

【家庭】 

世界に広がる日本の文化 

［文化］ 

【学活】 

パラリンピックを支える人々 

［精神］ 

【総合】 

リオオリンピック・パラリンピックの開閉開式

に見るおもてなし［精神］ 

【総合・道徳】 

東京 2020 大会に向かって 

［精神］ 

【道徳】 

友情のメダル 

［精神・スポーツ］ 

【体育】 

車椅子スポーツ体験 

［精神・スポーツ］ 

【総合】 

留学生との交流 

［文化］ 

【英語】 

おすすめの国を 

紹介しよう 

［文化］ 

【英語】 

一日の生活を 

紹介しよう 

［文化］ 

【行事】 

学芸会 

［文化］ 

【英語】 

村山のまちを紹介しよう［文化］ 
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れを表現するための準備段階とも言える。 

 ２学期は、地域の茶道家の方を招いての茶道体験から始まり、実際に「おもてなし」を受ける体験し

た後に、自分たちでも「おもてなし」をするという活動を中心に扱っていく。そこでは、1 学期に図工

で作成した茶器、家庭科で作るエプロンを使い、自分たちで一からお茶会を開催する。また、国語や社

会において日本の伝統文化の学習を同時に進めながら、日本が世界に誇る伝統文化を学び、来る東京五

輪に向けて、日本人としての自覚と誇りを育む児童を育成していく。 

 第６学年では、オリンピック・パラリンピック精神に関する学習を中心に「おもてなし」を据え、様々

な学習活動につなげていき、充実した学びにしていきたい。 

 

（５）本時の指導におけるユニバーサルデザインの視点について 

本時の授業計画の組み立て（ねらいの達成から逆算） 

授業展開 活動の様子 授業のユニバーサルデザイン視点 

ねらいの達成 

↓ 

友達とのかかわりに

ついて、自分自身を振

り返る。 

 児童が自分の意見を考えたり、まとめたりすることができるよう

に、思考ツールを活用させる。また、まとめ・表現活動を工夫さ

せる。【焦点化】 

展開 

↓ 

自分たちが体験した

「おもてなし」を整理

して、自分たちででき

る「おもてなし」につ

いて企画・実行・振り

返りをする。 

①日光の移動教室や、ゲストティーチャーの話を整理・分析する。

その際に思考ツールを活用させる。【視覚化】 

②自分たちで開く「お茶会」の魅力を感じさせる。【焦点化】 

※図工で作った茶器の活用。家庭科で作ったエプロン・ランチョン

マットの活用などを取り入れさせ意欲を高める。 

③より良い「おもてなし」実現のため、プレお茶会でのアンケート

を実施し活用させる。【焦点化】 

授業の導入 

 

「おもてなし」とは何

かを考える。 

①児童の興味・関心を引き出す映像資料を活用する。【視覚化】 

②思考ツールでイメージできたことを「見える化」させる。 

【視覚化・焦点化】 
   

個別支援 

・課題が見付からな 

い。 

・改善策が思い付かな 

い。 

①個別に言葉掛けを行い、具体的な場面を想起させる。 

②想起させた事柄から、「自分だったらどうする？」と投げかけ、自

分の問題としてとらえさせる。 
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８ 指導計画（全４５時間） 

小単元名 小単元の目標 ○主な学習活動 ・予想される児童の考え ○支援 ☆評価【評価方法】 

「
お
も
て
な
し
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。 

日本が世界に誇る文化の一

つである「おもてなし」に

関心をもち、おもてなしの

意味や、「よさ」について調

べることを通して、自分た

ちに必要な課題に気付く。 

○「おもてなし」について考える。 

【課題設定場面】 

・イメージマップを使い、自由に思考を広げる。 

・まだまだ情報不足だと気付き、自己の課題を設

定する。 

【情報収集場面】 

・インターネットや図書資料から必要な情報を集

める。 

・移動教室での実際の体験から「おもてなし」を

感じる。 

・ＡＬＴやゲストティーチャ―の話から「おもて

なし」をとらえる。 

【整理・分析の場面】 

・日本の「おもてなし」が世界に自慢できる理由

を分析する。 

・自分たちにできる「おもてなし」と、長年の技

がなせる「おもてなし」を比較する。 

【まとめ・表現の場面】 

・「おもてなし」について、クラスでの共通のと

らえ方を、模造紙に表現する。 

・学習をふり返り、次への課題をもつ。 

○「おもてなし」について客

観的に見つめるきっかけ

として、2020年の東京オリ

ンピック招致プレゼンテ

ーションでの動画を見せ

る。 

○色々な情報収集の仕方を

提示する。 

⭐︎ インターネットや、図書資 

 料、体験から収集した情報  

 を思考ツールを使って、整 

 理し、分析している。 

        【３—ウ】 

○自分の思った良さと、外国

と比較しての良さをもと

に自分の考えをもたせる。 

○ベン図を使うことを促し、

違いを見える化する。 

○個人の考えを付箋紙に書

き、グループ→全体とＫＪ

法を用いて、まとめてい

く。 

茶
道
の
「
お
も
て
な
し
」
の
心
と
技 

茶道体験で茶道の達人と

の交流を通して、自分たち

も日本の伝統文化である茶

道で、地域の人を「おもて

なし」するために、自分に

できることを考え、実行す

ることができる。 

 

○地域の方を招いて、お茶会をする。 

【課題設定の場面】 

・茶道体験をして、自分たちで「お茶会」をする

という目的をもつ。 

【情報収集の場面】 

・「お茶会」開催のために、必要な準備をマトリ

ックス表に整理する。 

・学校に携わる方（主事さん・給食室の方、事務

室の方）を招いて、プレお茶会を実施する。 

 

 

【整理・分析の場面】 

・プレお茶会を実施してみての課題と改善策を考

える。（本時） 

【まとめ・表現の場面】 

・地域の方を招待してお茶会を開催する。 

○茶道体験を通して自分た

ちでも「お茶会」を開催し

たいという希望をもたせ

る。 

☆お茶会を企画・実行するた

めの課題を設定している。      

         【３—ア】 

○活動がイメージしやすい

ように、茶道体験の様子を

ＴＶ画面に映し出す。 

 

○参加者にアンケートを 

記入してもらい、課題を明

らかにする。 

仕
事
に
み
る
お
も
て
な
し
の
心
と
技 

身の回りの様々な仕事に

おける「おもてなし」に関

心を広げ、自分にできるこ

とを見付けることができ

る。 

 

○仕事によって「おもてなし」に違いはあるのか、

追究し、自分にできることをつかむ。 

【課題設定の場面】 

・仕事によって、「おもてなし」に違いがあるの

か、自分の関心のある職業・職種について課題

を設定する。 

【情報収集の場面】 

・キッザニアでの体験を通して、自己の課題を解

決するための情報を収集する。 

・様々な業種・職種の方を招いて、話をしていた

だく。 

【整理・分析の場面】 

・今後自分が身に付けたい技や、必要な資質など

の視点で集めた情報を整理していく。 

【まとめ・表現】 

・有言実行できることを見付け、自分にできるこ

とを一枚のポスターにまとめる。 

 

○世の中にはたくさんの職

業・業種があることを数値

で提示し、興味・関心を引

き出す。 

⭐︎ 自分の良さや可能性に気

付 

 き、関心のある職業につい 

 て課題を設定している。 

        【３—カ】 

○整理・分析がしやすい思考

ツールの使用を促し、自分

の課題にあったツールを

選択できるようにする。 

 

○選挙ポスターのような 

完成形をイメージさせ、ゴ

ールイメージをはっきり

もたせる。 
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９ 本時の学習（23/45時） 

（１）本時の目標  

前時に行ったお茶会の反省とアンケート結果の情報を整理・分析し、次回行うお茶会を      

よりよくするために、課題設定をすることができ、改善案を考えることができる。 

（２）展開 

 

１０ 板書計画 

  
     めあて 
     お茶会をよりよくするために課題を見つけ、解決策を考えよう 

       

                          

 

 

【プレお茶会の様子】  

過
程 

学習活動と予想される反応 
・予想される反応 

●指導上の留意点 ◆個別の配慮  

◎評価【観点】（方法） 

☆ユニバーサルデザインの 

視点 

導
入
5
分 

１ めあてを確認する。 

・アンケートの結果を見たい。 

・アンケートの結果をお茶会に生かす。 

・プレお茶会の課題をみんなで話し合いた

い。 

 

●前時の振り返りから、本時のめあて

をイメージさせる。 

●リオオリンピックの閉会式にお

ける「おもてなし」について紹介

する。 

 

☆児童の思考を

促す映像資料

の活用（プレ

お茶会の様

子）【視覚化】 

 

展
開
37
分 

２ 前回行ったプレお茶会の反省を分

析する。（個人） 
Plus（良かった点） Minus（課題） Ｉdea（改善策） 
・礼儀正しく対

応できた。 

・しっかりと目

を見て話がで

きた。 

・お客さんがお

菓子を出して

も、食べずに

待っていた。 

・雰囲気が殺風

景 

・視線を感じる。

（アンケート

より） 

・「お召し上がり

ください」と

声をかける。 

・場の工夫がし

たい。 

・タイミングを

見計らって、

声をかける。 

 

３ 尐人数グループでＰＭＩにまとめた

内容を交流し、グループで思考ツール

を使って、整理し改善策を共有する。 

 

 

 

  

 

 

●課題と改善策に目を向けさせ、自分

たちのお茶会が成功するために必

要なことを考えさせる。 

◆9月に行った茶道体験での自分たち

が受けた「おもてなし」を思い出さ

せる。 

 

 

 

 

 

●分類したり、関連付けたりして交流

するための適した思考ツールをあ

らかじめ用意しておく。 

（Ｙ・Ｘチャート・ベン図・クラゲチ

ャート） 

◎友達の考えと比較したり、関連付け

たりして、自分たちの課題解決の方

策をつかんでいる。【整理・分析】 

（話し合い・活動観察） 

☆学習形態を個

人→尐グルー

プ→全体の流

れにし、全員

参加の授業の

実現を目指す 

【展開の構造化】 

 

 

 

 

 

☆自分たちの意

見を交流する

にあたり、使

いやすい思考

ツールを選ぶ

ことを促す。 

【焦点化】 

終
末
3
分 

４ 振り返りをする。 

 本時の活動を文章で振り返り、次以降

の活動へとつなげる。 

 

●本時でどんな学びがあったか、次

時の活動で何をしたいかという

視点で振り返させる。 

 

Plus(良い) Minus（課題） Idea（改善） 

・礼儀正しく対

応できた。 

・しっかりと目

を見て話がで

きた。 

・お客さんがお

菓子を出して

も、食べずに

待っていた。 

・殺風景な会場 

・「お召し上がり

ください」と

声をかける。 

・場の工夫がし

たい。 

お茶会をよりよくするために課題を見つけ、解決策を考えよう。 

 

各グループの分析 

次の活動 解決策をみんなでかんがえる。 


